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元気な四日市が好き!!
一般社団法人

四日市市文化協会
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四
日
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

所
長　

吉
水 

英
人

文
化
会
館
で
の
繋
が
り
を
生
か
し
て
国
際
交
流
事
業
へ

四日市市文化会館から勤務先が四日市
国際交流センター（市役所北館 5 階）

になって 5 年目を迎えました。国際交流セ
ンターでは、日本人のボランティアの皆さ
んが外国人住民へ日本語の学習支援をす
る「日本語サークル」や市内に住む外国人
の母語を日本人が学習して交流を深めるた
めの「外国語講座」などを実施しています。
イベントでは、外国人の故郷を英語で紹介
する「コーヒーブレイク」や外国人が日本

の文化に触れる「日本文化探訪」「ラウンジ展示」などを開催しています。
また、四日市市との姉妹都市である米国・ロングビーチ市や友好都市の中
国・天津市との交流を深める事業を実施しています。いずれの事業も四日
市市からの委託および補助を受けて運営しています。
　国際交流センターに異動してから文化会館時代の人々との繋がりを使っ
て各種イベントを企画・実施してきました。その一つとして、海外での音
楽活動などを紹介していただく「トーク＆ライブ」では、マリンバ奏者の
鎌田かおり＆トラヤノフ ヴェスコご夫妻やピアニストの伊藤隆之さんに
出演をお願いしました。また、オランダを拠点に世界各地のオーケストラ
を指揮するシズオ・Z・クワハラさんには、センターの広報紙『YIC ニュー
ス』に一年間エッセイを寄稿していただきました。昨年からのコロナ禍で
は、Zoom を使ったオンラインイベントに取り組み、外国人に日本の古典
楽器を紹介する「日本文化探訪」シリーズを企画しました。文化会館のワ
ンコインコンサートで 1,600 名を超える入場者数を記録した〈和楽器クイ
ンテット〉のメンバーに依頼し、三味線を KUNI-KEN、箏を麗明智翔さん、
尺八を竹内洋司さんに講師をしていただきました。
　この原稿依頼をいただいた日に、6 年前にお世話になったイラストレー
ターのヒロミチイトさんが拠点を四日市市に移された情報が届きました。
今後も人との繋がりを大切にしながら各種イベントをはじめ、国際交流・
多文化共生事業に活かしていきたいと思っています。



四日市市文化協会に関するお問い合わせや、
入会のお申し込みは、下記へご連絡ください。

〒 510-0057　四日市市昌栄町 21-10
TEL・FAX 059-351-3729
E メール
ybk@yokkaichishibunkakyoukai.com
開局時間 月曜日から金曜日までの
 13 時～ 17 時
 （祝祭日は除く）

ホームページ 四日市市文化協会  検 索

Passion

1

パッションは平成 6 年 10 月 20 日に創刊してか
ら 69 号を迎えました。「継続は力なり」という
意味を含めて今号のタイトルを「継承 」としまし
た。

表紙写真　桜リサーチパーク
写真提供　四日市市

2021
sep.69

巻頭によせて

文化会館での繋がりを生かして国際交流事業へ
		  … … 四日市国際交流センター

所長　　　　　　　　　　吉水 英人

パッションひろば

「パッションひろば」では、文化協会の活動報告を中心に、協会主催催事のレポートなどをご紹介します。

文芸ひろば 　短歌と日常   …………………………………13
令和 2 年度　文化活動功労賞   …………………………………15
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後援事業のご案内／四日市市文化協会入会のご案内   ……………………………………………19
不易流行／リレーエッセイ／理事長のつぶやき／編集後記  ……………………………………………20
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先人の営みが郷土の礎となり、
　　そこに私の『ふるさと』がある	 正久寺

住職  安田 　淳 ………… 6

FLASH  私の中の詩人 やまぎり萌 ………… 8

 聞かせて！あなたの声	 四日市ナンバーデザイン
最優秀賞　　　　　　  渡邉 七海 ………… 9

訪問レポート
朗読の会「創芸」の活動について 小野田 紀子 ……… 10
四日市地域　まちかど博物館めぐり

大日如来と五百羅漢の案内  ……… 10
人生道中膝栗毛
路傍の自然石考 ⑨　桜町の山の神と疱瘡さん 吉川 宗明 ……… 12
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鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
は
平
成
九
年
に
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年

に
は
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
。
富
田
に

は
四
艘
の
鯨
船
山
車
が
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
北
島
組
・

中
島
組
・
南
島
組
・
古
川
町
の
保
存
会
に
所
属
し
て

い
る
。
登
録
の
年
に
は
登
録
ま
で
の
記
録
映
像
を
撮

影
し
、
登
録
が
決
ま
る
と
市
内
三
か
所
に
横
断
幕
を

掲
げ
、
翌
週
に
は
博
物
館
の
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

鯨
船
山
車
一
艘
（
北
島
組
：
神
社
丸
）
を
展
示
し
、

文
化
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
こ
こ
ま

で
は
、
お
祝
い
気
分
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
行
事
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
行

事
の
継
承
が
、
特
に
中
島
組
は
深
刻
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
北
島
組
や
南
島
組
が
と
も
に
六
町
で
構

成
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
中
島
組
だ
け
は
二

町
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
の
組
も
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
中
島
組
が
最
も
そ
の

影
響
を
う
け
て
お
り
、
船
上
で
舞
を
舞
う
羽は

ざ刺
し

や
櫓ろ

こ漕
ぎ
な
ど
は
外
孫
に
頼
り
、
体
力
の
必
要
な

鯨く
じ
ら
か
ぶ

被
り
も
知
り
合
い
を
頼
っ
て
若
者
を
調
達
す
る
。

船
上
に
乗
り
込
み
、
全
体
の
進
行
を
司
る
太
鼓
叩

き
も
年
齢
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
そ
の
継
承
の
た
め
に
翌
年
か
ら

①
「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）と
の
連
携

②
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
の
開
催

③
４
艘
揃
い
踏
み

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

⑤
継
承
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

⑥
見
学
と
体
験
ツ
ア
ー

⑦
鯨
船
山
車
の
実
測
調
査

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

①
は
四
日
市
大
学
と
連
携
し
て
、
授
業
で
鯨
船
を
学

習
し
た
学
生
が
最
後
に
本
番
の
行
事
に
参
加
す
る
と

い
う
も
の
で
、こ
れ
を
中
島
組
の
支
援
に
向
け
て
い
る
。

②
は
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
も
の
で
、
定
着

者
は
二
名
。

③
は
P
Ｒ
の
た
め
大
四
日
市
ま
つ
り
に
四
艘
で
の
参

加
を
予
算
化
し
実
現
し
た
。

④
は
積
極
的
に
発
信
す
る
た
め
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
制
作
し
て
い
る
。

⑤
は
各
組
ご
と
に
、
鯨
の
製
作
、
鯨
船
の
組
み
立
て
、

太
鼓
・
唄
、
羽
刺
し
の
所
作
、
船
上
練
習
、
化
粧
・

着
付
け
（
羽
刺
し
・
櫓
漕
ぎ
）、
鎮
火
祭
、
町
練
り
、

本
練
り
、
宮
参
り
の
各
項
目
を
動
画
撮
影
し
、
解
説

本
を
付
け
る
も
の
だ
が
、
台
風
や
コ
ロ
ナ
に
災
い
さ

れ
、
あ
と
僅
か
に
未
収
録
が
あ
る
。

⑥
は
応
募
さ
れ
た
一
般
の
方
に
、
解
説
付
き
で
行
事

を
見
学
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

⑦
は
三
重
大
学
と
の
共
同
研
究
で
山
車
の
台
船
及
び

装
飾
の
一
切
を
実
測
調
査
す
る
と
い
う
も
の
。
今
年

六
月
に
中
島
組
の
台
船
を
実
測
し
、
九
月
に
装
飾
を

実
測
予
定
で
完
成
す
る
。

　

こ
の
文
化
財
の
無
形
の
部
分
は
⑤
で
、
有
形
の
部

分
は
⑦
で
記
録
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
無
形
の
民

俗
と
い
う
も
の
は
、
全
く
変
わ
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
平
成
の
末
年
か
ら
令
和
の
初
め
に
か
け
て
の
行

事
の
様
子
は
確
認
で
き
る
た
め
、
万
が
一
の
時
の
た

め
の
復
元
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

鳥出神社の鯨船行事

堀越 光信
四日市市教育委員
会　社会教育・文化
財課　学芸員
皇學館大学史料編
集所共同研究委員
元四日市市立博物
館学芸員
木間学会など各種
学会会員、アルタス
M6 オーナーズクラ
ブ会員

堀越 光信
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明
治
時
代
か
ら
続
く
萬
古
焼
の
窯
元
で
あ
る
醉
月

陶
苑
。
明
る
く
て
風
通
し
の
い
い
作
業
場
を
訪
れ
る

と
、
三
名
の
作
家
が
い
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
の
は

次
男
の
潮う
し
おさ

ん
。
出
入
り
口
に
あ
る
机
で
は
、
三
代

目
清
水
醉
月
さ
ん
が
原
稿
を
書
い
て
い
た
。
最
近
、

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
当

代
だ
。長
男
の
潤
さ
ん
は
、窓
辺
の
ろ
く
ろ
に
向
か
っ

て
、
急
須
の
口
の
部
分
を
け
ず
っ
て
い
た
。

　

細
か
い
作
業
に
集
中
す
る
作
り
手
が
い
る
場
所
で

は
、
と
て
も
話
せ
な
か
っ
た
。
黙
っ
て
い
る
と
潮
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
た
。
削
り
や
す
い
硬
さ
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
土
が
半
分
乾
い
て
い
る
と
き
に
削
る
。

乾
き
加
減
が
大
事
で
、
接
合
す
る
に
は
、
あ
る
程
度

同
じ
硬
さ
で
な
い
と
い
け
な
い
。
一
定
の
工
程
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
、
潤
さ
ん
が
一
息
つ
い
た
。
そ
こ
で

よ
う
や
く
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

兄
の
潤
さ
ん
と
弟
の
潮
さ
ん
。
三
代
続
く
窯
元
で

育
っ
た
兄
弟
の
、
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
道
具
は
土

だ
っ
た
。
粘
土
は
常
に
あ
っ
た
。
潤
さ
ん
は
東
京
の

芸
術
大
学
に
進
学
し
、
陶
芸
の
専
門
分
野
を
勉
強
し

た
。
そ
の
と
き
に
初
め
て
、
釉
薬
や
粘
土
な
ど
、
萬

古
焼
と
は
違
う
も
の
に
触
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
良
さ

を
知
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。
一
方
で
潮
さ

ん
は
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
、
剣
道
に
打
ち
込
ん
だ

後
こ
の
道
に
入
っ
た
。
お
祖
父
さ
ん
の
影
響
が
あ
っ

た
と
言
う
。
も
の
柔
ら
か
で
優
し
か
っ
た
祖
父
。
遊

ん
で
い
て
、
変
な
跳
ね
方
を
し
た
ボ
ー
ル
が
作
品
に

当
た
っ
て
怒
ら
れ
た
覚
え
も
あ
る
。
祖
父
が
ろ
く
ろ

の
前
に
座
っ
て
い
る
と
、
違
和
感
な
く
一
体
化
し
て

見
え
た
そ
う
だ
。

　
「
土
も
み
三
年
ろ
く
ろ
十
年
」
と
言
わ
れ
る
。
一
人

前
に
な
る
に
は
、
師
匠
に
つ
い
て
十
年
は
ろ
く
ろ
を

ひ
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
技
術
を
学
び
つ
つ
、

時
代
に
合
っ
た
新
し
い
感
覚
を
取
り
入
れ
、
生
み
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
潮
さ
ん
は
話
し

た
。
以
前
、
ま
ち
か
ど
博
物
館
の
取
材
で
、
醉
月
さ

ん
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　

窯
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
火
を
入
れ
て
約
二
十

時
間
、
還
元
焼
成
を
す
る
。
紫
泥
の
土
を
一
一
六
〇

度
の
限
界
近
く
ま
で
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
自
体

に
光
沢
が
出
る
そ
う
だ
。
窯
の
そ
ば
に
は
、
潮
さ
ん

の
出
展
用
の
作
品
が
置
い
て
あ
っ
た
。
売
り
物
の
商

品
を
作
る
か
た
わ
ら
、
芸
術
的
な
作
品
も
作
っ
て
い

る
。「
弟
は
自
由
で
豪
胆
な
作
品
を
作
る
」
と
兄
が

ほ
め
て
い
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
で
は
な
い
こ
と
が

で
き
る
強
み
が
あ
る
。
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。
写

真
を
撮
っ
て
載
せ
て
も
い
い
よ
と
言
わ
れ
た
け
れ

ど
、発
表
前
の
芸
術
作
品
を
広
め
た
く
は
な
か
っ
た
。

代
わ
り
に
、
グ
ラ
ス
を
買
っ
て
日
用
品
と
し
て
使
っ

て
い
る
。
一
つ
の
グ
ラ
ス
の
お
か
げ
で
、
毎
日
飲
む

水
が
特
別
に
お
い
し
い
。

	

（
レ
ポ
ー
ト
　
伊
藤 

美
香
）

醉月陶苑

左より清水醉月さん、潮さん、潤さん（作業場にて）

醉
月
陶
苑
　
四
日
市
市
南
い
か
る
が
一
九

�

四

電
話 

　
〇
五
九

�

三
三
二

�

八
二
一
八

見
学
・
体
験
は
要
予
約
。
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四
日
市
の
歴
史
的
建
物『
旧
四
郷
村
役
場（
現
四
郷

郷
土
資
料
館
）』と
料
亭『
伝
七
邸
』を
歩
い
て
み
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
事
業
家
の
第

10
世
伊
藤
伝
七
翁
が
遺
し
た
建
物
。
ド
ラ
マ
で
話
題

の
渋
沢
栄
一
と
ゆ
か
り
が
深
く
、
伝
七
翁
の
紡
績
会

社
は
渋
沢
栄
一
の
支
援
を
受
け
発
展
し
ま
し
た
。
建

物
の
解
説
は
建
築
家
で
あ
り
、
三
重
県
文
化
財
保
護

指
導
委
員
も
務
め
る
久
安
典
之
さ
ん
。

　

旧
四
郷
村
役
場
は
、
1
階
は
村
役
場
、
2
階
は
議

場
等
と
な
る
建
物
に
、
3
階
建
て
の
展
望
塔
が
付
随

す
る
造
り
。
伝
七
翁
の
寄
付
に
よ
り
造
ら
れ
ま
し
た
。

木
造
で
す
が
、
洋
館
の
よ
う
な
仕
上
げ
が
各
所
に
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
1
階
の
柱
は
「
左
官
仕
上

げ
で
大
理
石
の
よ
う
に
見
せ
て
い
ま
す
」。
3
階
の
展

望
塔
に
上
が
る
と
、
街
か
ら
海
ま
で
見
渡
せ
ま
す（
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
イ
ベ
ン
ト
時
等
に
展
望
塔
に
上
が
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
）。
私
達
は
、
旧
四
郷
村
役
場
が

建
て
ら
れ
た
百
年
前
の
風
景
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

紡
績
や
醸
造
の
産
品
が
鉄
道
で
港
へ
運
ば
れ
、
港
で

は
大
型
貨
物
船
が
停
泊
し
て
い
る
、
活
気
あ
る
風
景

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
建
物
は
令
和
5
年
度
途
中
ま

で
耐
震
補
強
と
修
繕
工
事
の
た
め
閉
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
の
館
内
見
学
が
待
ち
望

ま
れ
ま
す
。

　
『
伝
七
邸
』
は
伝
七
翁
自
身
の
別
邸
と
し
て
完
成
。

そ
の
後
、
料
亭『
浜
松
茂
』と
し
て
利
用
さ
れ
、
店
は

京
都
や
大
阪
ま
で
名
を
馳
せ
る
ほ
ど
に
な
り
、
政
財

界
や
芸
能
界
の
有
名
人
な
ど
多
く
の
客
人
が
訪
れ
ま

し
た
。「
こ
ち
ら
は
木
目
の
美
し
さ
や
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
数
寄
屋
造
り
。
最
上
級
の
人
を

も
て
な
す
に
相
応
し
い
建
物
で
す
。
ど
ん
な
に
説
明

す
る
よ
り
も
、
実
際
に
来
る
と
重
厚
さ
を
感
じ
ら
れ

る
は
ず
」。

　

ど
ち
ら
の
建
物
も
、
一
時
は
取
り
壊
し
の
危
機
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
旧
四
郷
村
役
場
は
役
場
機
能
を

終
え
た
昭
和
54
（
一
九
七
九
）
年
に
、
伝
七
邸
は
『
浜

松
茂
』が
閉
店
し
た
後
で
、存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
残
っ
て
い
る
の
は
、
次
世
代
に
継
承
し
た
い

人
々
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
。
長
い
時
間
を
か
け

て
手
渡
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
だ
と
思
っ
て
受
け

取
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　

見
慣
れ
た
名
建
築
も
、
放
って
お
く
と
朽
ち
て
し
ま

う
運
命
。
特
に
大
き
な
建
物
は
維
持
す
る
の
が
大
変

な
の
で
、
地
域
の
み
ん
な
で
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

	

（
レ
ポ
ー
ト
　
中
村 

智
恵
子
）

旧
四
郷
村
役
場
　
〇
五
九

�

三
五
四

�

八
二
四
〇
︵
四
日

市
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
・
文
化
財
課
︶

伝
七
邸
　
〇
五
九

�

三
五
一

�

二
四
九
一

伊藤伝七と
渋沢栄一、

明治ゆかりの
名建築を探訪

『伝七邸』は建物の一部が国の登録有形文化財。
文化財の部屋で食事もできる。

『旧四郷村役場』は市指定有形文化財。
工事では残る材を活かし、貴重な文化
財として継承する。

旧四郷村役場の近くには、渋沢
栄一が伝七翁のために撰書した
石碑が残る。
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四
日
市
市
を
中
心
に
活
動
す
る
絵
画
サ
ー
ク
ル

『
光
葉
会
』
は
教
員
を
す
る
傍
ら
、
画
家
と
し
て
権

威
あ
る
美
術
家
団
体
・
光
風
会
会
員
や
日
展
の
会
友

と
し
て
も
名
を
連
ね
た
故
・
小
林
藤
四
郎
さ
ん
が
主

宰
し
た
絵
画
教
室
の
受
講
者
、
教
員
時
代
の
教
え
子

さ
ん
た
ち
が
会
員
と
な
っ
て
半
世
紀
以
上
に
亘
り
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
川
村
隆
夫
代
表
、
長
男
の

小
林
正
英
副
代
表
、
齋
藤
憲
孝
事
務
局
長
、
小
林
さ

ん
の
長
女
三
輪
啓
子
さ
ん（
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
講
師
）

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
諏
訪
公
園
の
大
入
道
や
鯨
船
な
ど
の

市
民
壇
壁
画
（
現
在
は
南
部
丘
陵
公
園
に
移
転
）
の

作
製
や
展
覧
会
を
毎
年
開
催
し
、
市
の
美
術
水
準
の

向
上
な
ど
三
重
県
が
誇
る
文
化
人
と
し
て
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
小
林
さ
ん
は
2
年
前
に
92
歳
で
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
教
え
を
受
け
た
会
員
は
現
在
も

小
林
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
会
員
相
互
が
作
品
の
向

上
を
図
り
、
切
磋
琢
磨
し
て
創
作
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
『
光
葉
会
展
』
が
半
世
紀
以

上
も
継
続
出
来
て
い
る
の
は
小
林
さ
ん
の
指
導
力
と
人

間
的
な
魅
力
に
尽
き
ま
す
。
小
林
さ
ん
の
長
女
の
三

輪
啓
子
さ
ん
、
長
男
の
小
林
正
英
さ
ん
も
自
然
体
で

父
の
背
中
を
追
っ
て
、
美
術
教
師
の
道
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
。
川
村
隆
夫
代
表
も
高
校
生
の
と
き
に
小
林
さ

ん
か
ら
絵
の
指
導
を
受
け
、
尊
敬
と
憧
れ
か
ら
美
術

教
師
に
な
っ
た
ひ
と
り
。
そ
の
後
も
小
林
さ
ん
の
多
く

の
教
え
子
が
美
術
教
師
の
道
に
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
私
は
絵
描
き
で
は
な
い
、
あ
く
ま
で
も
教
育
者
。

絵
も
描
く
し
、
人
も
育
て
る
、
だ
か
ら
教
え
子
は
私

の
作
品
」
と
い
う
恩
師
の
言
葉
が
川
村
代
表
の
宝
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
光
葉
会
の
齋
藤
憲
孝
事
務

局
長
は
「
先
生
の
ご
指
導
は
個
性
を
大
切
に
し
て
、
私

の
持
ち
味
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
り
、
厳
し
さ
の
中
に
も

真
の
優
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
人
生
の
偉

大
な
師
匠
で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
の
作
品
は
、
静
物
画
か
ら
風
景
画
そ
し

て
晩
年
は
家
族
、
母
と
子
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
。『
手
鏡
、
母
と
子
』
の
作
品

か
ら
は
身
近
に
あ
る
愛
の
形
を
表
現
し
た
い
と
願
う

心
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
光
葉
会
を
発
展
さ
せ
て
、
小
林
さ
ん
の
作

品
へ
の
情
念
と
創
り
あ
げ
た
表
現
の
場
が
次
世
代
へ

と
大
切
に
継
承
さ
れ
、
地
域
文
化
へ
吹
き
込
む
新
し

い
風
の
流
れ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
レ
ポ
ー
ト
　
森 

次
男
）

小林藤四郎氏
の

遺志を継いで

～光葉会～

小
林
藤
四
郎
　
日
展
会
友
　
光
風
会
会
員

一
九
六
五
年 

第
五
一
回
光
風
会
会
友
賞
受
賞

一
九
六
七
年 

改
組
第
五
回
日
展
名
古
屋
展
中
日
賞
受
賞

一
九
九
一
年 

第
七
七
回
光
風
会
展
西
山
真
一
賞
受
賞

一
九
九
六
年 

第
八
二
回
光
風
会
展
中
村
研
一
賞
受
賞

一
九
九
七
年 

四
日
市
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念
市
政
功

 

労
者
表
彰

一
九
九
九
年 
四
日
市
市
文
化
功
労
者
表
彰

二
〇
〇
六
年 
第
三
七
回
日
展
東
海
展
中
日
賞
受
賞

手鏡、母と子（F100　162.1 × 130.3）2007
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『
ふ
る
さ
と
』
っ
て

　

6
月
の
あ
る
朝
、
お
寺
の
玄
関
の
チ
ャ

イ
ム
が
な
り
ま
し
た
。

　

慌
て
て
マ
ス
ク
を
し
て
玄
関
の
戸
を
開

け
る
と
、
そ
こ
に
は
見
慣
れ
た
老
夫
婦
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

55
年
間
も
こ
の
町
で
床
屋
を
さ
れ
て
い

た
が
、
今
年
の
春
に
県
内
へ
転
居
さ
れ
た

ご
夫
婦
で
し
た
。
予
約
し
て
い
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
に
四
日
市
に
来
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
、
つ
い
で
に
寄
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
し
た
。
こ
の
ご
夫
婦
は
、
元
気
な

う
ち
に
生
ま
れ
故
郷
に
帰
ろ
う
と
以
前
か

ら
決
め
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
５
月
の
19

日
、
み
ん
な
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
こ
の
地

を
離
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

人
生
の
大
半
を
こ
の
地
で
過
ご
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
っ
ぱ
り
生
ま
れ
故

郷
に
帰
り
た
い
と
思
わ
れ
た
こ
の
ご
夫
婦

に
と
っ
て
、
本
当
の
居
場
所
（
こ
こ
ろ
の

ふ
る
さ
と
）
は
、
生
ま
れ
た
地
だ
っ
た
の

で
す
ね
。

こ
の
ま
ち
が
大
好
き

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
河
原
田
地
区
川
尻

町
。
四
日
市
市
の
端
に
あ
り
、
市
内
で
も

下
か
ら
数
え
て
何
番
目
か
に
く
る
人
口
も

面
積
も
小
さ
な
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
そ
ん

な
ま
ち
だ
け
ど
、
駆
け
巡
る
に
は
余
り
あ

る
山
が
あ
り
、
時
に
牙
を
む
く
大
き
な
川

も
あ
り
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
や
畑
も
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
市
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ま
で
も
あ
っ
て
、
更
に
は
大
き
な

大
き
な
工
場
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
河

原
田
の
ま
ち
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う

　

今
か
ら
40
数
年
も
前
、
小
学
校
か
ら
の

帰
り
道
、
河
原
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
発
泡

ス
チ
ー
ル
の
板
を
内
部
川
に
浮
か
べ
、
私

は
そ
れ
に
乗
り
ま
し
た
。
い
か
だ
下
り
で

す
。
恐
る
恐
る
乗
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

が
、
川
の
流
れ
に
の
っ
て
ス
ー
っ
と
進
ん

だ
、
あ
の
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
、
見
た
ま
ま
の

現
実
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
、
思
い
っ

き
り
満
喫
す
る
。
河
原
田
の
自
然
と
、
あ

た
た
か
い
風
土
が
、
私
は
た
ま
ら
な
く
好

き
で
す
。
こ
こ
に
生
ま
れ
て
、
こ
こ
で
育
っ

た
こ
と
を
心
の
底
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
す
。

地
域
へ
の
お
返
し

　

昨
年
の
3
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が

ひ
っ
迫
す
る
中
、
学
校
が
休
校
に
な
っ
た

間
、
我
が
正
久
寺
の
本
堂
で
寺
子
屋
を
開

設
し
ま
し
た
。
毎
日
20
名
程
の
小
中
学
生

先人の営みが郷土の礎となり、
そこに私の『ふるさと』がある

― 正久寺
住職 安田 　淳

Sparkling Personality 輝くひと

洗い後の正久寺本堂
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が
せ
っ
せ
と
通
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
勉
強

ば
か
り
で
は
イ
ヤ
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に

せ
が
ま
れ
て
、
近
隣
の
公
園
と
い
う
公
園

に
出
向
い
た
も
の
で
し
た
。
時
に
は
弁
当

を
持
っ
て
。
近
く
の
内
部
川
と
鈴
鹿
川
に

も
何
度
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
版
い
か
だ
下
り
を
す
る
た
め
に
。

　

遠
い
遠
い
昔
に
私
が
感
じ
た
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
感
動
を
、
今
の
こ
ど

も
た
ち
に
も
是
非
感
じ
て
欲
し
い
。
そ
ん

な
お
や
じ（
ジ
ジ
イ
）の
思
い
か
ら
。
ゲ
ー

ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
味
わ
え
な
い

あ
の
ト
ロ
ト
ロ
感
。
こ
ど
も
た
ち
の
こ
こ

ろ
に
、
ど
ん
な
風
に
響
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

先
人
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
郷
土

の
自
然
の
中
で
、
私
が
授
か
っ
た
感
動
や

喜
び
は
、
私
ひ
と
り
で
享
受
す
る
だ
け
で

は
も
っ
た
い
な
い
。
み
ん
な
に
お
す
そ
分

け
し
、そ
し
て
次
の
世
代
に
も
引
き
継
ぎ
、

ひ
い
て
は
地
域
に
お
返
し
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
先
人
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
が
、
私
を
こ
ん
な
行
動
へ
と

誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
出
来
事

　

昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）
年
7
月
25
日

の
こ
と
。

　

前
の
晩
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
へ
と
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
時
間

あ
た
り
最
大
雨
量
1
3
0
ミ
リ
に
も
達
し
、

約
4
時
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
き
ま
し
た
。

　

当
時
6
年
生
だ
っ
た
私
は
、
明
日
か
ら

夏
休
み
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

の
中
、
床
に
就
き
ま
し
た
。
夜
中
過
ぎ
、

町
内
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、『
内
部

川
の
堤
防
が
切
れ
そ
う
で
す
』と
言
っ
た
自

治
会
長
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

次
の
朝
早
く
、
何
人
か
の
人
た
ち
と
内

部
川
方
面
に
線
路
上
を
歩
い
て
行
き
ま
し

た
。
程
な
く
す
る
と
、
想
像
を
絶
す
る
情

景
が
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

前
日
ま
で
渡
っ
て
い
た
通
学
路
の
橋
が
跡

形
も
な
く
流
さ
れ
、
対
岸
の
内
堀
町
の

集
落
が
、
ま
る
ま
る
水
に
の
み
込
ま
れ
た

情
景
で
し
た
。
2
階
屋
根
の
と
ん
が
っ
た

部
分
だ
け
が
水
面
に
頭
を
出
し
、
そ
こ
に

住
民
が
ま
た
が
っ
て
心
配
そ
う
に
助
け
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。
内
堀
だ
け
で
は
な
く
、

見
渡
す
限
り
、
河
原
田
中
が
水
に
浸
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
2
、
3
日
が
経
っ
て
、
水
が

よ
う
や
く
引
く
頃
に
な
る
と
、
小
学
校
の

校
庭
に
、
水
に
浸
か
っ
て
使
え
な
く
な
っ

た
畳
や
タ
ン
ス
、
布
団
な
ど
の
家
財
道
具

が
次
か
ら
次
へ
と
運
ば
れ
て
き
て
山
積
み

に
さ
れ
、
ガ
レ
キ
の
山
と
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
真
夏
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
辺
り

に
は
異
臭
が
た
ち
こ
め
、
生
ゴ
ミ
の
臭
い

そ
の
も
の
で
し
た
。

　

日
に
日
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
ガ
レ

キ
で
し
た
が
、
お
盆
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
そ

の
山
が
処
分
場
へ
と
運
び
出
さ
れ
、
次
第

に
そ
の
高
さ
も
低
く
な
っ
て
い
き
、
夏
休

み
が
終
わ
る
頃
に
は
、
元
の
地
面
が
姿
を

現
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
秋
、
ま
る
で
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
小
学
校
の

運
動
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
礎

　

昔
か
ら
こ
の
地
は
、
内
部
川
と
鈴
鹿
川

の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
幾
度

と
な
い
水
害
に
会
い
な
が
ら
も
、
先
人
た

ち
は
そ
の
度
に
見
事
に
復
興
を
と
げ
、
今

日
の
河
原
田
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
先
人
た
ち
の
努
力
と
郷
土

を
愛
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の

河
原
田
が
成
り
立
っ
て
き
た
こ
と
を
、
改

め
て
有
難
く
思
い
ま
す
。

内部川の朝焼け

安田 　淳
1962 年生まれの 59 歳。龍谷大学卒業後、四日市市社
会福祉協議会に奉職しました。40 歳にして退職後、正久
寺の 18 代目住職として法務にあたる傍ら、民生委員児
童委員（主任児童委員）、自治会
長、地区社会福祉協議会会長の
公職を拝命しています。
何よりもこどもたちと戯れてい
ることが好きで、関わるこども
たちにとってここ河原田の地が
素晴らしい『ふるさと』であって
欲しいと願いながら、日々活動
に勤しんでいます。

正久寺
当山正久寺の創建年代は不
詳ですが、近江源氏の一族
で佐々木正久なる者がこの
地で出家し、一宇を構えた
ことに寺号も由来します。
もともと天台宗の寺院でし
たが、室町時代後期に、浄
土真宗に転宗したようです。
建 物 は、 本 堂 が 1994 年
10 月、 庫 裏 は 1913 年、
鐘楼は 1927 年に建てたも
のです。
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FLASH

そ
し
て
私
を
も
見
つ
め
る

男
で
も
女
で
も
な
い　

猫
の
よ
う
な　

や

　

ま
ぎ
り
萌

時
に
は
雲
の
上
を
彷
徨
い

時
に
は
足
元
の
枯
葉
の
下
に
も
ぐ
り
込
み

心
の
ま
ま
に
歩
く
旅
人

今
ま
で
過
ご
し
た
ど
の
年
代
へ
も
行
き
来

　

し
二
十
代
の
私　

三
十
代
の
私
と
な
っ
て

五
十
音
を
紡
ぐ
自
由
人

実
生
活
で
は
思
い
通
り
に
行
か
な
い
こ
と

　

が
多
く
て
も　

わ
り
と
前
向
き
な
楽
し
い
人
だ
と
思
わ
れ

　

て
い
る

し
か
し
障
害
と
75
年
付
き
合
っ
て
い
る
が

　

世
の
中
は
不
便
な
事
ば
か
り
だ

　

市
内
在
住
の
詩
人
、
や
ま
ぎ
り
萌
（
本

名　

山
口
さ
よ
）
さ
ん
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　

時
折
、
現
行
の
障
が
い
者
支
援
の
制
度

が
出
来
る
以
前
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
人
と
し
て
新
聞
等
に
と
り
あ
げ
ら
れ

た
り
講
演
を
し
て
い
る
方
で
す
が
、
ご
本

人
が
一
番
大
切
に
し
て 

い
る
の
は
詩
人

と
し
て
の「
や
ま
ぎ
り
萌
」だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
ご
自
分
の
中
の
や
ま
ぎ
り
萌

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
中
の
詩
人

私
の
中
に
は　

や
ま
ぎ
り
萌
と
い
う
詩　

　

人
が
居
る

心
の
片
隅
に
あ
る　

い
つ
ま
で
も
溶
け　

　

な
い
氷
の
塊
の
よ
う
な
存
在

冷
め
た
視
点
で
世
の
中
を
見
る

や
ま
ぎ
り
萌

個
展﹁
猫
と
わ
た
し
と
車
い
す
﹂

来
春
開
催
予
定

私の中の詩人

～山口さよが語る
やまぎり萌～

山口さよ　プロフィール  
三重県民文化祭文芸大会優秀賞、三重県文化新
人賞、四日市短詩型文学祭現代詩市長賞、伊藤
桂一賞などを受賞。詩のボクシングでは、２年
連続三重県準チャンピオン。

今
で
は
自
分
の
手
足
す
ら　

僅
か
し
か

　

動
か
せ
な
い

24
時
間
誰
か
が
家
の
中
に
居
る

私
の
家
を
自
然
に
歩
き
回
っ
て
い
る

人
は
そ
れ
を
ヘ
ル
パ
ー
と
呼
ぶ
が　

私
に

　

と
っ
て
は
大
事
な
人
達

彼
女
た
ち
は
時
折　

た
め
込
み
す
ぎ
て

　

あ
ふ
れ
出
た
言
葉
を

後
始
末
も
せ
ず　

私
の
耳
に
残
し
て
い
く

お
か
げ
で
私
の
右
耳
は　

少
し
大
き
く

　

な
っ
た

い
つ
か　

自
由
な
日
は
来
る
の
だ
ろ
う

　

か
？

私
は
そ
れ
を　

望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

　

か
？

誰
も
が
心
の
ま
ま
に
生
き
ら
れ
た
ら
と　

　

願
っ
て
い
る

そ
れ
は　

や
ま
ぎ
り
萌
も
山
口
さ
よ
も

そ
し
て
き
っ
と
あ
な
た
も
同
じ
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四
日
市
市
は
昨
年
の
5
月
か
ら『
四
日

市
ナ
ン
バ
ー
』
の
交
付
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
四
日
市
ナ
ン
バ
ー
は
、こ
に
ゅ

う
ど
う
く
ん
や
、工
場
夜
景
の
図
柄
が
入
っ

た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
２
０
１
８
年
に
市
内
の
高
校

に
通
う
高
校
生
を
対
象
に
募
集
。
集
ま
っ

た
作
品
は
90
点
で
、
そ
の
中
か
ら
当
時
、

四
郷
高
校
3
年
生
だ
っ
た
渡
邉
七
海
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
決
定
し
、
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の
自
動
車
保
有

台
数
の
約
3
割
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

渡
邉
さ
ん
が
、デ
ザ
イ
ン
を
好
き
に
な
っ

た
の
は
、中
学
生
の
時
に『
人
権
ポ
ス
タ
ー
』

が
入
選
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や

文
字
の
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が
湧
い
た
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
高
校
で
は
イ
ラ
ス
ト
部
の

部
長
と
し
て
活
躍
し
、『
四
日
市
ナ
ン
バ
ー
』

は
夏
休
み
の
課
題
で
作
成
。
コ
ン
セ
プ
ト

を
聞
く
と
「
こ
に
ゅ
う
ど
う
く
ん
は
絶
対

に
入
れ
た
か
っ
た
し
、
水
面
に
浮
か
ぶ
四

日
市
港
の
夜
景
も
大
好
き
で
こ
の
二
つ
を

モ
チ
ー
フ
に
絞
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

現
在
、
名
古
屋
音
楽
大
学
の
3
年
生
。

こ
こ
で
は
音
楽
の
他
に
舞
台
芸
術
も
学
び
、

一
年
に
一
度
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
舞
台
の
裏

方
全
般
と
、
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
も
制
作
す
る
機
会
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
は
中
学
、
高
校
時
代
で
培
っ
て
き

た
こ
と
が
、
大
変
役
立
っ
て
い
る
と
言
い

ま
す
。

　

来
年
は
就
活
を
迎
え
「
将
来
の
夢
は
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
世
界
で
裏
方
と

し
て
マ
ル
チ
に
活
躍
す
る
こ
と
で
す
」
と

生
き
生
き
と
し
た
眼
差
し
で
話
し
ま
す
。

　

四
日
市
ナ
ン
バ
ー
は
既
に
市
の
広
告
塔

に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
年
か
先
に
は
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
世
界
か
ら
渡
邉
さ

ん
の
作
品
を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。	（
レ
ポ
ー
ト
　
森
　
次
男
）

図柄入りの四日市ナンバープレート

背景の絵は現在も校長室に飾ってある渡邉さんの作品（四郷高等学校）

四日市ナンバーデザイン最優秀賞

渡邉 七海
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訪
問
レ
ポ
ー
ト

　

発
足
し
て
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

四
日
市
で
長
く
演
劇
活
動
を
続
け
て

来
た
南
城
仁
香
の
呼
び
か
け
で
、
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
四
日
市
ラ
プ
ソ
デ
ィ

―
」
に
参
加
し
た
数
名
が
入
会
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
発
表
を
聞
い
て
入
会
し

た
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
現
在
会
員
は

八
名
で
す
。

　

子
供
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
の
会
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、「
創
芸
」
は
、
大

人
の
方
に
、
文
学
の
世
界
を
耳
で
楽
し

ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
会
員
の

一
人
一
人
が
多
く
の
文
学
作
品
に
触

れ
、
心
に
響
く
作
品
に
出
会
う
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
読

め
ば
聞
い
て
下
さ
る
方
の
こ
こ
ろ
に
届

け
ら
れ
る
か
、
を
皆
で
考
え
、
批
判
し

合
っ
て
練
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
品

選
び
を
す
る
と
い
う
事
は
し
て
こ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は
朗
読
劇
に

取
り
組
む
と
い
う
事
も
含
め
て
、
考
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
の
区
切
り
に
な
っ
た
の

が
、
練
習
場
所
で
あ
る
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
た「
は
も
り
あ
フ
ェ

ス
タ
」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

　

谷
川
俊
太
郎
の
詩
・「
生
き
る
」
を

参
加
者
と
共
に
学
習
し
た
の
で
す
。
グ

ル
ー
プ
に
分
れ
て
「
生
き
る
」
を
鑑
賞

し
、
役
割
を
決
め
て
群
読
練
習
を
し
、

最
後
に
そ
れ
を
発
表
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　

指
導
す
る
私
達
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
経
験
で
、
随
分
緊
張
し
ま
し
た
が
、

「
こ
の
詩
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
」「
初

め
て
の
体
験
で
面
白
か
っ
た
」「
ま
た

取
り
組
ん
で
み
た
い
」
と
、
と
て
も
有

難
い
感
想
を
頂
い
て
ほ
っ
と
し
た
こ
と

は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
「
生
き
る
」
に
関
し
て
は
、
私
達
も

そ
の
詩
の
内
容
の
深
さ
に
感
動
し
て
い

た
の
で
、
朗
読
発
表
の
最
後
に
は
必
ず

全
員
で
「
生
き
る
」
を
群
読
す
る
こ
と

に
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
を
心
配
し
、
随
分
悩
み
ま
し
た
。

で
も
、
何
で
も
、
勇
気
を
も
っ
て
や
っ

て
み
な
く
ち
ゃ
！
で
し
た
。

　

当
日
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
お
客
様
！

温
か
な
眼
差
し
で
真
剣
に
聞
い
て
い
た

だ
き
、
嬉
し
い
感
想
、
批
判
、
励
ま
し

を
い
っ
ぱ
い
頂
き
ま
し
た
。

「
困
難
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
い
い
作

品
に
触
れ
、
日
常
を
少
し
で
も
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
多
く
の
方

が
考
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
発
表
の
た
め
に
、
更
に
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
か
ね
ば
、
と
今
は
気
持

ち
を
ぎ
ゅ
っ
と
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

朗読の会「創芸」の
活動について

小野田紀子

現在の会員（四日市市文化会館第 3ホールにて）

四日市市文化会館第 3ホールでの「大人のための朗読」2021 年 6月 6日

次
回
の
朗
読
会
の
ご
案
内

二
〇
二
一
年
十
二
月
十
一
日（
土
）

午
後
一
時 

開
場
　
一
時
三
十
分 

開
演

会
場 

三
浜
文
化
会
館
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル
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菰
野
町
竹
成
の
和
菓
子
屋
大
昇
軒
に

取
材
依
頼
の
電
話
を
し
た
ら
、
五
百

羅
漢
の
案
内
を
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
車
で
走
っ
て
い
る
と
き
、
見

か
け
る
た
び
に
気
に
な
っ
て
い
た
が
、

訪
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
五
百
羅
漢
。

三
重
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大

日
如
来
像
も
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

珍
し
い
二
体
の
大
日
如
来
像

　

五
百
羅
漢
が
あ
る
の
は
、
太
平
山
松

樹
院
と
い
う
額
が
か
か
げ
ら
れ
る
大
日

堂
の
境
内
。
ま
ず
入
り
口
の
樹
齢
70
年

の
菩
提
樹
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
菰

野
町
で
は
唯
一
こ
こ
に
だ
け
あ
る
。
６

月
初
旬
に
花
が
咲
き
、
お
香
の
か
お
り

が
す
る
そ
う
だ
。
隣
に
は
藤
の
木
。
こ

ち
ら
は
樹
齢
２
５
０
年
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　

次
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
二
つ

の
大
日
如
来
像
。
二
つ
並
ん
で
い
る
と

い
う
の
が
全
国
的
に
も
珍
し
い
そ
う
だ
。

そ
し
て
両
脇
に
、
金
剛
曼
荼
羅
（
マ
ン

ダ
ラ
）、
胎
蔵
曼
荼
羅
と
い
う
掛
け
軸

が
あ
る
。
金
剛
界
の
教
え
、
大
日
如
来

の
役
割
が
梵
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
が
、
読
め
な
い
の
で
感
心
す
る
だ
け

で
終
わ
る
。
そ
の
横
に
照
空
和
尚
の
掛

け
軸
。
五
百
羅
漢
の
建
立
を
発
願
し
た

人
物
で
あ
る
。

神
も
仏
も
、
地
獄
の
閻
魔
大
王
も

　

五
百
羅
漢
の
建
立
を
発
願
し
た
の
は

江
戸
時
代
末
期
。
そ
れ
が
完
成
す
る
に

は
十
五
年
か
か
り
、
照
空
和
尚
は
最
初

の
数
年
で
亡
く
な
り
、
完
成
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
入
っ
て
す
ぐ
に
出
迎

え
て
く
れ
る
の
は
地
蔵
菩
薩
。
お
地
蔵

様
は
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
の
だ
。
す

ぐ
横
に
は
西
遊
記
で
有
名
な
三
蔵
法

師
。
見
ザ
ル
、
言
わ
ザ
ル
、
聞
か
ザ
ル

の
三
猿
。
天
狗
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る

猿
田
彦
。
七
福
神
も
い
る
。
小
高
い
山

の
頂
上
ま
で
登
る
と
そ
こ
に
は
、
や
は

り
大
日
如
来
。
そ
の
前
に
は
、
お
釈
迦

様
が
お
ら
れ
る
。
南
側
に
は
、
地
獄
の

閻
魔
大
王
と
十
王
が
。
他
に
も
名
前
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
像
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
が
、
説
明
を
受
け
な
が
ら
全
部

見
て
い
く
と
三
十
分
は
か
か
る
と
い
う

の
で
、
短
く
終
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

入
り
口
に
は
「
立
ち
入
り
禁
止
」
の

表
札
が
あ
っ
て
、鍵
が
か
か
っ
て
い
る
。

案
内
を
お
願
い
す
れ
ば
、
今
回
の
よ
う

に
入
れ
て
も
ら
え
る
。
大
昇
軒
に
電
話

し
て
、
予
約
し
て
か
ら
行
く
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。（
レ
ポ
ー
ト
　
石
井
　
亨
）

四日市地域　まちかど博物館めぐり

大日如来と
五百羅漢の案内

大昇軒（岩花 和正さん）

手前がお釈迦様、奥が大日如来

2 体の大日如来

和
菓
子
屋 

大
昇
軒

三
重
郡
菰
野
町
竹
成
二
〇
七
三
ー
六

〇
五
九
ー
三
九
六
ー
〇
五
一
三

十
時
～
一
七
時
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桜
町
の
乾い

ん
だ
に谷

公
会
所
の
敷
地
内
に
、

オ
ム
ス
ビ
形
の
立
石
が
注
連
縄
を
巻
か

れ
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
山

の
神
」と
呼
ぶ
。

　

も
と
も
と
は
、
公
会
所
か
ら
北
西
の

山
中
に
あ
る
大
谷
池
（
弁
天
池
と
も
）

の
北
で
ま
つ
ら
れ
て
い
た
山
の
神
で
あ

る
。そ
れ
が
戦
後
に
池
の
南
へ
移
さ
れ
、

さ
ら
に
一
九
八
六
年
の
公
会
所
建
設
時

に
現
在
の
場
所
に
再
度
移
転
し
た
と
い

う
流
浪
の
歴
史
を
も
つ
。

　

こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
桜
郷
土
史
研
究
会
が
「
弁

天
様
と
山
の
神
」（http://w
w

w
.

sakuracom
.jp/~kyoudoshi/2-

benten/benten.htm
l

）
と
題
し
た
調

査
結
果
を
残
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は

そ
ち
ら
に
譲
る
（
研
究
会
は
二
〇
一
八

年
に
休
会
し
た
と
の
こ
と
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
情
報
も
含
め
今
後
が
心
配
で

は
あ
る
）。

　

本
記
事
で
は
、
私
の
専
門
で
も
あ
る

岩
石
信
仰
の
観
点
か
ら
、
当
地
の
山
の

神
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
神ひ
も
ろ
ぎ籬

磐い
わ
さ
か境

」
と
は
何
な
の
か
に
つ
い

て
紙
幅
を
割
い
て
説
明
し
た
い
。

　

山
の
神
の
立
石
の
周
り
を
見
る
と
、

十
個
余
り
の
岩
石
が
方
形
に
配
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
周
囲
三
方
が
木
製
の
柵
で

仕
切
ら
れ
て
い
る
。
現
地
看
板
に
よ
る

と
、
こ
れ
は
古
事
に
倣
っ
た
「
神
籬
磐

境
」
の
祭
祀
形
態
だ
と
『
桜
町
地
誌
』

（
一
八
八
四
年
）が
記
す
と
い
う
。

　
「
古
事
」と
は
何
だ
ろ
う
か
。
神
籬
・

磐
境
は
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
書
紀
』
に
も

登
場
す
る
古
語
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の

意
味
に
つ
い
て
は
現
在
も
ま
だ
確
定
し

て
い
な
い
。
た
だ
、
本
居
宣
長
が
『
古

事
記
伝
』
で
神
籬
を
神
聖
な
木
の
祭
場

で
、
磐
境
を
岩
石
で
区
切
っ
た
境
と
解

釈
し
た
。
そ
れ
が
江
戸
後
期
の
国
学
者

や
神
職
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
山

の
神
の
祭
祀
時
や
明
治
時
代
の
『
桜
町

地
誌
』
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
最
新
の
歴
史
学
研
究
で
は

神
籬
は
木
で
な
い
と
い
っ
た
批
判
（
笹

生
衛
氏
『
神
と
死
者
の
考
古
学
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
も
あ
り
、
こ

の
古
典
的
解
釈
を
再
考
す
る
段
階
に
来

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
再
現
さ
れ

て
い
る「
古
事
」は
、
あ
く
ま
で
も
江
戸

後
期
以
降
の
人
々
が
想
像
し
た
「
原
始

的
な
祭
祀
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
こ
と

に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
岩
石
信
仰
の
観
点
か
ら
も

う
一
つ
捕
捉
す
る
と
、
こ
の
乾
谷
公
会

所
の
北
に
そ
び
え
る
山
中
に
「
疱ほ
う
そ
う瘡

さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
自
然
石
が
あ
っ
た
と

い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
現
地
で
の
聞

き
取
り
調
査
は
自
粛
し
た
が
、
す
で
に

十
五
年
前
の
桜
郷
土
史
研
究
会
の
綿

密
な
調
査
で
も
疱
瘡
さ
ん
の
居
場
所
は

「
行
方
不
明
」の
結
論
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

本
誌
六
十
五
号
「
内
部
の
な
ぞ
の
石

神
」（
二
〇
一
九
年
）
の
時
と
同
じ
よ

う
に
、
今
も
ど
こ
か
に
ひ
っ
そ
り
と
佇

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期

待
を
込
め
て
、
ご
覧
の
皆
様
の
ご
教
示

を
待
つ
ほ
か
な
い
。

路
傍
の
自
然
石
考 

⑨

桜
町
の
山
の
神
と
疱
瘡
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川 

宗
明

人
生
道
中
膝
栗
毛

乾谷公会所の山の神
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パッションひろば
「パッションひろば」では、文化協会の活動報告を中心に、協会主催催事のレポートなどをご紹介します。

文芸ひろば
令和 2 年度 文化活動功労賞

四日市アート展 2021
第 1 回  ほのぼの展講評

市民芸術祭告知
この人を知る

文
芸
ひ
ろ
ば

短
歌
と
日
常

清
流
短
歌
会

	

尾
崎　

久
美
子

あ
あ
夢
と
胸
な
で
下
ろ
す
そ
れ
も
夢
い
ず
こ
の
先
に
朝
日
は
昇
る

あ
あ
夢
と
胸
な
で
下
ろ
す
そ
れ
も
夢
　
い
ず
こ
の
先
に
朝
日
は
昇
る

　

夢
で
よ
か
っ
た
と
安
心
し
た
の
も
夢
の
な
か
で
あ
っ
た
と
い

う
。
下
句
は
現
実
に
昇
る
朝
日
を
取
り
合
わ
せ
、
明
る
い
方
へ

自
ら
を
解
き
放
つ
こ
と
が
出
来
た
よ
う
だ
。
上
句
が
丁
寧
で
、

よ
く
分
か
る
。「
夢
」の
次
に一字
ア
キ
を
設
け
た
い
。

	

市
川　

吉
康

人
生
は
移
り
ゆ
く
も
こ
の
世
界
元
気
に
生
き
て
趣
味
を
追
う

歳
月
は
移
り
て
ゆ
く
も
扨
わ
た
し
、
元
気
に
過
ご
し
骨
董
を
追
う

　

上
句
は
、
大
き
す
ぎ
る
把
握
な
の
で
表
現
を
変
え
、
自
ら

に
引
き
つ
け
て
み
た
。
上
句
の
次
に
「
、」
を
入
れ
「
趣
味
」
を

具
体
化
す
る
と
読
者
に
分
か
り
易
く
な
る
。

	
平
林　

和
江

目
覚
め
れ
ば
夫
の
入
れ
た
る
熱
い
お
茶
今
日
の
一
日
の
力
と
な
ら
ん

目
覚
め
れ
ば
夫
の
入
れ
た
る
熱
い
お
茶
飲
み
て
一
日
の
力
と
な
さ
ん

　

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。「
今
日
の一日
」
は
重

複
感
が
あ
る
の
で
、「
飲
み
て一日
」と
し
、「
な
ら
ん
」を「
な

さ
ん
」と
意
思
を
は
た
ら
か
せ
て
み
た
。

	

内
田　

す
え
の

こ
の
道
は
昔
は
細
き
茨
道
遠
足
時
の
あ
の
恐
怖
出
ず

こ
の
道
を
辿
れ
ば
昔
の
恐
怖
出い

ず
　
茨
の
棘
に
刺
さ
れ
し
遠
足

　

現
在
の
広
い
道
を
歩
き
な
が
ら
、
当
時
の
細
い
道
で
の
出
来

事
が
甦
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
と
昔
と
を
分
け
て
、
さ

ら
り
と
さ
せ
、
記
憶
を
具
体
で
表
し
て
み
た
。

	

豊
田　

真
智
子

「
正
念
場
」い
く
度
聞
い
た
こ
と
だ
ろ
う
コロ
ナ
感
染
報
あ
る
ご
と
に

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
告
げ
る
報
せ
に
﹁
正
念
場
﹂
い
く
度
聞
い
た
こ

と
だ
ろ
う

　

下
句
に
主
観
を
述
べ
、
上
句
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
。
初

句
の
「
正
念
場
」
を
三
句
に
据
え
る
こ
と
で
、
収
ま
り
の
よ
い

文
脈
と
な
る
だ
ろ
う
。
気
付
き
を
生
か
し
た
作
品
。

	

奥
村　

秋
男

水
芹
の
白
き
ヒ
ゲ
根
が
水
槽
の
底
に
た
ゆ
た
ふ
朝
の
け
だ
る
さ

水
芹
の
白
き
鬚
根
が
水
槽
の
底
に
た
ゆ
た
ふ
ご
と
き
け
だ
る
さ

　

水
芹
の
鬚
根
が
水
槽
の
底
ま
で
伸
び
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
く

さ
ま
を
見
つつ
、
な
ん
と
な
く
怠
い
自
身
と
が
重
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
観
察
を
生
か
し
て
、
作
者
に
惹
き
つ
け
て
み
た
。

	

平
井　

光
子

遠
く
よ
り
多
く
の
黄
砂
や
っ
て
来
て
里
山
さ
へ
も
見
へ
ぬ
一
日

遠
く
よ
り
多
く
の
黄
砂
や
つ
て
来
て
里
山
さ
へ
も
見
え
ぬ
一
日

　

意
味
、
内
容
、
表
現
や
わ
ら
か
に
伝
わ
って
く
る
。「
黄
砂
」

に
覆
わ
れ
た一日
を
描
き
き
っ
た
。
旧
カ
ナ
遣
に
直
し
た
。

　

三
十
一音
に
籠
め
ら
れ
た
作
者
の
願
い
、
訴
え
、
思
い
、
等
な

ど
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
読
み
進
め
る
際
は
、
朗
誦
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
添
削
は
参
考
ま
で
と
し
、
更
な
る
推
敲
を
促
し

願
う
も
の
で
す
。	

秋
楡
短
歌
会　

三
原　

香
代
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5,500

田中　美貴代（たなか　みきよ） 地域文化部門（あさけプラザ文化団体）

あさけプラザ文化団体「泗水草友会」の運営委員。文化祭立ち上げ初期から「野の花・
山の花等の山野草を通じて、自然を親しみ喜びを感じよう」を合言葉に、あさけプラ
ザの文化祭へ出展、山野草講習会、春・秋の展示会等多くのイベントを毎年開催し、
山野草の魅力の普及に力を注いでこられました。

花柳　彩洲（はなやぎ　さいしゅう） 舞踊Ⅰ部門

三重県邦舞会四日市支部長、四日市日本舞踊連盟部門運営委員。「日本舞踊まつり」「あ
さけプラザ春・秋の文化祭」へ毎回出演、四日市市内小学校の日本舞踊クラブへボラ
ンティア活動を継続、「キッズ伝統文化体験教室」では、日本舞踊の講師として舞踊を
通じて日本の心を伝えてこられています。

女声コーラス　奏（かなで） 合唱部門

婦人会コーラスクラブとして発足し、文化協会使節団として海外姉妹都市で演奏、お
母さんコーラス大会、ねんりんピック音楽祭へ出演、チャリティー演奏会の開催等、
合唱を通じ潤いや感動を生み出すことを目標に長きにわたり活動を続けてこられ、四
日市市の文化活動へ大きく貢献されてきました。

令
和
2
年
度

一
般
　
　

社
団
法
人 
四
日
市
市
文
化
協
会
文
化
活
動
功
労
賞

令
和
3
年
5
月
15
日

一
般
社
団
法
人
四
日
市
市
文
化
協
会
会

員
顕
彰
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
の
文

化
活
動
功
労
賞 

受
賞
者
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
受
賞
者
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
）
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四
日
市
ア
ー
ト
展 

2
0
2
1

　﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
﹂ 

実
行
委
員
長
　
南
川 

朋
宣

令
和
3
年
6
月
11
日
～
13
日

　

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加

し
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
終
息
の
兆
し
が
全

く
見
え
な
い
日
本
の
現
状
を
考
え
る
と

六
月
に
本
展
開
催
を
踏
み
切
り
、
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
も
な
く
、
無
事
に
終
え

た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
正
直
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
危
惧
し
て
、
出

品
者
と
来
場
者
の
減
少
は
や
む
を
え
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
と
変

わ
り
な
い
出
品
者
数
と
予
想
を
超
え
た

来
場
者
数
に
驚
き
ま
し
た
。

　

責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
振
り
返

る
と
予
想
を
超
え
る
千
人
近
く
の
来
場

数
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
密
と

な
っ
た
会
場
を
思
い
出
す
と
、
喜
ば
し

い
こ
と
な
の
か
、
憂
慮
す
る
こ
と
な
の

か
、
複
雑
な
感
情
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
こ
の
予
想
外
の
出
来
事
か
ら
ひ
と

つ
だ
け
確
か
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。
そ

れ
は
皆
さ
ん
、
文
化
や
芸
術
が
本
当
に

く
れ
た
の
は
盆
栽
作
家
で
実
行
委
員
で

も
あ
る
年
長
者
の
杉
本
さ
ん
で
し
た
。

年
長
で
あ
り
、
リ
ス
ク
も
高
い
杉
本
さ

ん
に
「
や
ら
な
あ
か
ん
」
と
ひ
と
こ
と

言
っ
て
も
ら
い
、
不
安
視
し
て
ビ
ビ
っ

て
い
る
自
分
が
と
て
も
小
さ
く
見
え
た

の
で
す
。中
止
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

や
り
続
け
る
と
い
う
の
は
勇
気
が
い
る

こ
と
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
む
や

み
に
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
形
を
変

え
た
り
、
縮
小
す
る
と
い
う
工
夫
や
ア

イ
デ
ア
の
必
要
性
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
文
化
の
糸
が

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
が
正
念
場
で

す
。
や
ら
な
あ
か
ん
。

好
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰
も
が
モ

ノ
づ
く
り
を
し
た
り
、
見
た
り
、
話
し

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
会
場
を
見
渡
し
た

時
、
昨
年
度
、
初
め
て
、
ア
ー
ト
展
中

止
の
採
決
を
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
多
数
決
で
中
止
を
決
め
た
の

で
す
が
、
会
議
室
で
の
会
話
自
体
も
危

険
視
さ
れ
る
重
苦
し
い
雰
囲
気
の
中
、

九
割
方
、
中
止
の
手
が
上
が
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
を
思
い
出
す
と
今
年
度
は
大

丈
夫
な
の
か
？
安
全
に
開
催
で
き
る
の

か
？
な
ど
消
極
的
な
こ
と
ば
か
り
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
今
年
度

の
開
催
の
踏
み
切
り
に
背
中
を
押
し
て
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も
あ
り
、
自
分
の
作
品
を
見
て
も
ら
え

る
こ
と
で
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
も
高

ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
い「
個
人
の

創
作
活
動
を
応
援
し
ま
す
」と
い
う
コ
ン

セ
ン
プ
ト
ど
お
り
の
企
画
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

い
ま
ま
で
に
な
い
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た

雰
囲
気
と
、
温
か
み
の
あ
る
タ
イ
ト
ル

通
り
の
本
当
に
『
ほ
の
ぼ
の
』
と
し
た
作

品
展
に
な
り
、
心
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
、
7
月
24
日（
土
）、

25
日
（
日
）『
四
日
市
ほ
の
ぼ
の
公
募
作

品
展
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
一
般
社
団
法
人
四

日
市
市
文
化
協
会
の
自
主
事
業
と
し
て
、

初
め
て
の
企
画
で
、
作
者
の
顔
が
見
え
、

さ
ら
に
観
覧
者
と
交
流
が
で
き
る
作
品

展
と
な
り
ま
し
た
。
1
・
8
ｍ
×
3
・

0
ｍ
の
ブ
ー
ス
を
、
各
自
が
自
由
に
使
っ

た
多
種
多
様
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

92
歳
の
レ
ー
ス
編
み
の
作
品
か
ら
、

子
供
た
ち
の
書
道
、
陶
芸
作
品
、
芸
術

コ
ー
ス
選
考
の
高
校
生
の
作
品
ま
で
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
年
齢
制
限
が
な

か
っ
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
ブ
ー
ス
で
は
、
昨
年
亡
く
な
ら

れ
た
弟
さ
ん
の
旅
先
で
の
思
い
出
深
い

水
彩
画
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
友
人
達

が
な
つ
か
し
い
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
っ

て
み
え
る
の
を
み
て
、「
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
気
持
ち
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会

に
恵
ま
れ
、
い
い
供
養
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
出
展
者
の
方
が

語
っ
て
み
え
ま
し
た
。

　

観
覧
者
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
出

展
者
同
士
の
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
交
流

四
日
市
ほ
の
ぼ
の
公
募
作
品
展

 

実
行
委
員
　
伊
藤 

佳
子

令
和
3
年
7
月
24
・
25
日

賛助会員（順不同・敬称略）

法人会員 個人会員

（株）シー・ティー・ワイ 日本トランスシティ（株） 一見　政幸 中川　正春
（株）第一楽器 水九印刷（株） 田中　俊行 永田　正巳
（学法）富田文化学園 都ホテル四日市 津田　健児 樋口　博己
茶道具　山水園 （株）レイ・ステージ桑名

（一社）セントラル愛知交響楽団 （株）紺文デザイン

四日市クラシックファンクラブ
文化協会活動にご理解とご支援
をいただいている皆様です。
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主催　四日市市　一般社団法人 四日市市文化協会

第 71 回  四日市市民芸術文化祭
（ 令 和 ３ 年 度 ）

上記は令和２年10月23日現在の内容です。今後の情勢の変化により中止になる催物もございます。
開催情報は四日市市文化協会ホームページをごらんください（ 四日市市文化協会  で検索）。
お問い合わせは、催し別担当者か市文化協会・・・TEL･FAX ： 059-351-3729（月～金曜日の１３～１７時）

事務局：四日市クラシックファンクラブ
〒510-0085　四日市市諏訪町 7-17
「こちら文化部」内
FAX：059-354-0731
TEL：080-4222-3566 西村
https://classic.cloud_line.com
Eメール kunikuni551@msn.com

四日市クラシックファンクラブ
～クラシック音楽があふれる街に～

① 年 3 回、隣接市町のコンサート情報をお届けします。
② チケットをお値打ちにします。
③ 演奏会を開催したい方や、鑑賞したいコンサートの企画やサポートを行います。
④ 感想や批評を語り合う場づくりを行います。
⑤ クラシックファンクラブの会員を募集します。
演奏会ご案内  チケットは文化会館にて発売予定。
ジョイントコンサート in ムーシケ～クラシックライブの魅力～ 2022 年 3 月  5 日（土） 第一楽器ムーシケコンサートホール。
第 5 回クラシック音楽祭 2022 みえ～サマーコンサート in 四日市～ 2022 年 7 月 10 日（日） 四日市市文化会館第 2 ホール　出演者募集中
セントラル愛知交響楽団～コンチェルトの夕べ～ 2022 年 7 月 17 日（日） 四日市市文化会館第 2 ホール　演奏：セントラル愛知交響楽団
第 11 回ニューイヤーコンサート2023 in 四日市 2023 年 1 月  7 日（土） 四日市市文化会館第 1 ホール

開催日 催　名 会　場

10月

3 ㊐ 四日市洋舞フェスティバル 第 1 ホール

10 ㊐ オータムコラボレーション 第 2 ホール

22 ㊎～ 24 ㊐ 総合美術展 第 1・3・4 展示室

30 ㊏・31 ㊐ 第 56 回 秋の文化祭 あさけプラザ

31 ㊐ 合唱祭 第 1 ホール

31 ㊐ 日本舞踊まつり 第 2 ホール

11月
3 ㊌㊗ 第 19 回 短詩型文学祭 第 3 ホール

第 1・2・3 会議室　和室

7 ㊐ 市民社交舞踏会 四日市市総合体育館
多目的室 1

12月

4 ㊏・5 ㊐ 生活文化・趣味の作品展 第 1・3・4 展示室

5 ㊐ 第 29 回 能楽をたのしむ会 四日市市勤労者市民交流センター本館　ホー
ル

19 ㊐ クリスマス茶会 泗翠庵

3月 19 ㊏・20 ㊐ 第 34 回 春の文化祭 あさけプラザ

4月 3 ㊐ キッズ・ドリーム・コンサート
～第 32 回「年にいちどのこんさーと」 第１ホール
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そ
の
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
手
描
き
の
魅
力
に
ハ

マ
り
、
デ
ッ
サ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
力
も
つ
け
る
た

め
近
く
の
絵
画
教
室
に
通
い
ま
し
た
。
草
木
染

め
は
自
宅
に
工
房
が
あ
り
、
環
境
的
に
は
と

て
も
恵
ま
れ
て
、
思
い
切
り
打
ち
込
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
作
品
を
発
表

す
る
場
が
で
き
、
作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、
自
宅
の
離
れ
を
教

室
に
し
ま
し
た
。
私
と

同
じ
よ
う
に
家
庭
を
持

ち
日
々
忙
し
い
女
性
た

ち
が
、
こ
の
教
室
で
制

作
に
没
頭
す
る
こ
と
で

気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
て
、
心
の
拠
り
所

や
明
日
へ
の
活
力
の
源

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
と
思
い
、
教

室
の
名
前
も
人
生
に
彩

り
を
添
え
る
意
味
で
手

描
き
染
め『
彩
の
会
』と
命
名
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
作
品
が
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
み
え
県
展
で
の
受
賞

作
品
の
『
伊
勢
の
幸
』
は
大
作
で
す
が
、
制

作
意
図
な
ど
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
受
賞
し
た
作
品
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人

が
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
物
、
め
で
た
い
物

を
考
え
て
い
た
ら
、
草
花
よ
り
カ
ニ
と
エ
ビ
が

浮
か
び
ま
し
た
。
カ
ニ
と
エ
ビ
は
実
際
に
買
っ

て
き
て
デ
ッ
サ
ン
し
ま
し
た
。
写
真
か
ら
は

ど
う
し
て
も
繊
細
な
部
分
や
立
体
感
が
描
写

で
き
な
い
か
ら
で
す
。
ち
ょ
う
ど
下
地
の
藍

染
め
が
美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
た
の
で
エ
ビ
と
カ
ニ
が
海
の
中
に
い
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
機
に
ま
た
新
し
い
手
法
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
　
森
　
次
男
）

この人
知る
を第

7
回

草
木
染
め
、
手
描
き
染
め
を
始
め
た
き
っ

か
け
と
教
室
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
格
的
に
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
35
年
前
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
四
世
帯
で

さ
ら
に
兼
業
農
家
で
す
の
で
、
家
庭
中
心
で
自

分
の
時
間
は
な
か
な
か
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ず
、
名
古
屋
の
草
木
染
め
の
工
房
に
通
っ

て
手
描
き
技
法
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。 伊藤 佳子 さ　

ん

伊藤佳子さんは、今年の第
71 回みえ県展で優秀賞（三
重県議会議長賞）を受賞され
ました。受賞作品のタイトル
は『伊勢の幸』。この作品は、
伊勢を題材に想を得た染屏
風で大胆なカニやエビの背
景である藍を用いた構成が
評価されました。

受賞作『伊勢の幸』

彩
の
会
連
絡
先
　
代
表
伊
藤
佳
子

電
話
　
〇
八
〇

�

三
〇
六
五

�

二
八
二
八

制
作
教
室
　
毎
週
火
曜
日
、
水
曜
日

十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

定
員
各
五
名
ま
で

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
五
三
年	

四
日
市
生
ま
れ
。

三
五
歳
か
ら
草
木
染
め
、
手
描
き
染
め
を
始
め
る
。

「
彩
り
」
を
テ
ー
マ
に
身
近
な
草
花
な
ど
を
中
心
に

製
作
。
三
年
に
一
度
、四
日
市
市
文
化
会
館
に
て「
彩

の
会
展
」
を
開
催
。
毎
年
、
四
日
市
市
民
芸
術
文
化

祭「
総
合
美
術
展
」、「
四
日
市
ア
ー
ト
展
」に
出
品
。

名
古
屋
、
四
日
市
に
て
、
個
展
を
開
催
。

現
在
、
四
日
市
市
美
術
展
運
営
委
員
、
四
日
市
ア
ー

ト
展
、
総
合
美
術
展
実
行
委
員
。

二
〇
一
三
年	

四
日
市
市
美
展「
奨
励
賞
」受
賞
。

二
〇
一
五
年	

日
本
伝
統
文
化
国
際
交
流
展
入
選
、

	

四
日
市
市
美
展
「
市
議
会
議
長
賞
」

	

受
賞
。

二
〇
一
六
年	

み
え
県
展「
自
然
の
恵
み
賞
」受
賞
、

	

四
日
市
市
美
展
「
市
議
会
議
長
賞
」

	

受
賞
。

二
〇
一
七
年	

み
え
県
展
「
す
ば
ら
し
き
み
え
賞
」

	

受
賞
、

	

四
日
市
市
美
展「
市
長
賞
」受
賞
。

二
〇
一
八
年	

四
日
市
市
美
展
無
鑑
査
、

	

パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
小
ギ
ャ
ラ

	

リ
ー
に
て
個
展
。

二
〇
一
九
年	

み
え
県
展「
す
ば
ら
し
き
み
え
賞
」

	

受
賞
。

二
〇
二
一
年	

み
え
県
展
「
優
秀
賞
三
重
県
議
会
議

	

長
賞
」受
賞
。
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四日市交響楽団　特別演奏会「四響　秋の名曲コンサート 2021」
日 時 11 月 23 日（火・祝）15:00 開演（14:00 開場）
会 場 四日市市文化会館　第 1 ホール
主 催 四日市交響楽団
入 場 料 前売　大人 1,000 円／当日　大人 1,200 円
後 援 四日市市　四日市市教育委員会　中日新聞

（公財）四日市市まちづくり財団

問い合わせ ☎ 059-351-0065　前岨 喜三也

四日市交響楽団　第 21 回室内楽演奏会
日 時 9 月 20 日（月・祝）14:00 開演（13:30 開場）
会 場 四日市市文化会館　第 2 ホール
主 催 四日市交響楽団
入 場 料 無料
後 援 四日市市　四日市市教育委員会　中日新聞社

（公財）四日市市文化まちづくり財団

問い合わせ ☎ 059-351-0065　前岨 喜三也

第 15 回 耀穂会　俳画・絵手紙展
日 時 10 月 20 日（水）～ 21 日（木）
会 場 四日市市文化会館　第 3 展示室
主 催 俳画　耀穂会
入 場 料 無料
後 援 四日市市　四日市市教育委員会　（一社）四日市市

文化協会

問い合わせ ☎ 090-4154-1413　石井 洋子

一般社団法人四日市市文化協会　後援事業
本号発行から次号までの間の催事をご案内します。催事については各問い合わせ先におたずね下さい。

令和 3 年 9 月 15 日以降の四日市市文化協会後援事
業の予定がありましたら、この誌面にて告知を掲載
しますので事務局までご連絡ください。

・四日市市民芸術文化祭を企画、運営します。

・文化団体の育成、支援をします。

・子どもの文化活動を支援します。

・文化情報誌『パッション』を発行します。

・他市町文化団体との文化交流をします。

・催し物のサポートをします。

四日市市文化協会は

正会員（個人）　2,000 円／人   
正会員（団体）　会費は構成人数により異なります。

構成人数 1～ 3 人 4 ～10 人 11～20 人 21～ 30 人

金　　額 2,000 円 7,000 円 10,000 円 12,000 円

構成人数 31～ 40 人 41～ 50 人 51～100 人 101人以上

金　　額 15,000 円 18,000 円 25,000 円 30,000 円

但し、中学生以下は金額計算には入れません。

賛助会員（個人）　  5,000 円／一口
賛助会員（法人）　10,000 円／一口

・入会は随時できます。  
・詳細は事務局までお問い合わせください。 

四日市市文化協会入会のご案内

元気な四日市が好き !!

年会費
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●
今
回
の
テ
ー
マ
は
、﹁
継
承
﹂
だ
が
、
文
化

活
動
と
は
伝
統
芸
能
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

比
較
的
新
し
い
分
野
の
活
動
も
継
承
が
行
わ

れ
て
い
る
と
思
う
。
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
形
式
。
先
代
か
ら
次
代
へ
伝
え
ら
れ
る
技

術
な
ど
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
、
文
化
活
動
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
今
は
苦
し
い
時
期

だ
と
皆
わ
か
っ
て
い
る
。
出
口
は
見
え
な
い

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
、
工
夫
し
て
﹁
継
承
﹂

さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

 

︵
亨
︶

●
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
私
の

日
常
の
小
さ
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
取
材
と
記

事
作
成
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

の
は
恐
ろ
し
い
。
数
週
間
前
の
情
報
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
去
と
化
し
、
今
現
在
の
情
報

も
じ
っ
く
り
噛
み
締
め
よ
う
に
も
数
週
間
後

に
は
塵
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
様
式
や

対
策
な
ど
。
こ
れ
ら
を
私
た
ち
も
ま
だ
見
ぬ

未
来
の
人
類
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。︵
裕
︶
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編
集
後
記

　歌は世につれ、と言うが、言葉
も世につれである。「流行語」はい
つの世にもある。
　『広辞苑』のその定義に「ある期
間、興味を持たれて多くの人に盛
んに使用される語」とある。その
多くは、興味が薄らいでしまうと
短期間で消滅してしまうが、マス
コミが提灯を持ったりすると、意
外に長く命脈を保つこともある。
　東北大震災のあと「絆」という
言葉が人々の連帯を示す言葉とし
て重きをなした。オリンピック東
京大会の招致成功のあと、インバ
ウンド・ブームで湧いたころは「お
もてなし」という言葉が人口に
膾
かいしゃ

炙した。
　それもコロナ禍の昨今、すっか
り忘れ去られて、誰が考えたのか、
新奇な、というより珍奇な言葉が
幅をきかせている。曰く「コウドウ
ヘンヨウ」、「ジンリュウ」など。漢
字で記せば頭では理解出来ても、
さりとて心に響く言葉ではない。

「流通価値のないものを敢えて流
通させようとする不逞な試み（滝
口修造）」と言えなくもない。人々
の行動を変容させることが出来な
いのも宜

むべ

なるかな、である。
（西田青沙）

不易流行

言葉・ことば・コトバ

理
事
長
つ
ぶ
や
き 

荒
木 

栄
里
子

　

こ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
69
号
を
お
届
け
す
る
頃
、

市
内
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
は「
キ
ッ
ズ
伝
統

文
化
体
験
教
室
」の
募
集
用
紙
が
配
布
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
で
第
9
回
。
こ
の

教
室
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
下
さ
る
ご
家
庭

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

発
足
当
初
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
お
子
さ

ん
た
ち
に
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
れ

を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た
大
き
く

な
っ
て
、
外
国
の
方
と
話
す
機
会
が
あ
れ
ば
、

日
本
文
化
を
き
ち
ん
と
紹
介
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
願
い
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
人
数
制
限
が
厳
し
い
の

は
昨
年
同
様
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
是
非

と
も
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
く
触
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
年
に
入
り
、「
四
日
市
市
民
芸
術
文
化
祭
」

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
事
業
も
、
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
創
意
工
夫
に
よ
り

着
々
と
進
行
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
芸
術・文

化
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
力
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
四
日
市
市
文
化
協
会
で
舞
台
部

門
・
大
四
日
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
及
び

理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
次
々
と
イ
ベ
ン
ト
や
舞

台
が
中
止
に
な
る
中
、
果
た
し
て
私
達

大
人
に
何
が
出
来
る
の
か
？

　

日
頃
、
子
ど
も
達
に
ダ
ン
ス
を
教
え

て
い
ま
す
が
、
レ
ッ
ス
ン
自
体
も
何
度

か
、
休
講
と
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は
再
開
し
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
達
は
マ
ス
ク
を
し
な

が
ら
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
撃
退
す
る

か
の
よ
う
に
強
く
、
逞
し
く
、
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
い
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、『
市
民
大
学
』
の
書
道

の
様
子
を
写
真
で
見
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
マ
ス
ク

を
し
た
ご
年
配
の
方
々
が
た
く
さ
ん
参

加
さ
れ
、
一
生
懸
命
学
び
、
楽
し
む
姿

が
写
し
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿

を
見
て
子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、
ご

年
配
の
方
々
も
素
敵
に
輝
い
て
お
ら

れ
、
あ
ら
た
め
て
『
文
化
の
力
』
に
感

動
し
ま
し
た
。
文
化
が
学
ぶ
心
や
、
楽

し
む
力
を
与
え
、
人
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
関
係
が
深
ま
り
、
繋
が
っ
て
い

く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
発
見
出
来
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
『
文

化
の
力
』
を
信
じ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
前
に

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

コロナと『文化の力』　鈴木 亜樹

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
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